
 

豊橋産官学地域連携プラットフォーム 

【現状・課題】 
・豊橋市内には、併設短大を擁する私立 2 大学と国立工学系 1 大学の特性ある 3 大学 2 短大（以下「大学等」）が立地している。平成 17 年、大学等は協定によ

って、個別の官学連携を行ってきたが、大学等の特性を活かした連携性を充分に発揮しておらず、特に産業界との連携も充分に活かされていなかった。既に産

業界が推進している、特性ある地域の産業の形成、都市機能の強化に大学機能を活かすことが求められている。 

・一方、地域の人口減少から地域の実情に即した担い手、高質な産業の担い手の育成と地域定着の促進が求められている。特に、技術革新、国際化等の激しい社

会変化に対応する高等教育のあり方が大学に求められており、教育段階から地域社会、産業界と連携した教育・研究のあり方が不可欠となっている。 
【ビジョン・目標】 
・大学等の特性を活かし、地域自治体、産業界と一体となって推進する 3つの戦略的事業と戦略的事業を継続的に生み出す 2つの基礎的事業を推進する。 
・戦略的事業としては、①地域の固有の資源である「農」を基盤として、長寿命化を支える「健康」までを一体的に発展させる「食農・健康・スポーツ」産業の
推進、②居住の促進に繋がる都市機能を高める「大学協働型エリアマネジメント」の促進、③特性ある地域企業での就労と定住に繋がる「人材地域定着」の促
進を目標とする。 

 

豊橋市 

豊橋技術科学大学 

(国立大学法人) 

愛知大学 

(私立大学) 

愛知大学短期大

学部(私立大学) 

豊橋創造大学短期

大学部(私立大学) 

豊橋創造大学 

(私立大学) 

豊橋 

商工会議所 

２．地域課題に対応した研究の促進 

①大学連携調査研究の実施 
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１．生涯学習、文化の振興 

①人生 100 年時代を見据えた公開講座 

・人材地域定着教育、地域産業講義、リベラルアーツ教育 

【課題】 
特色ある地域産業の形成 
定住促進の都市機能強化 
地域産業の担い手育成 

【戦略的事業】 
1.食農・健康・スポーツ産業の推進 
2.大学協働型エリアマネジメントの促進 
3.人材地域定着の促進 

【基礎的事業】 
1.生涯学習、文化の振興 
2.地域課題に対応した研究の促進 

３．人材地域定着の促進 

①人材地域定着部会の設置 

②恒常的企業・学生交流の促進 

③社会人の再教育（リカレント教育） 

④人材地域定着需要調査の実施 
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豊橋産官学地域連携プラットフォーム 
１．食農・健康・スポーツ産業の推進 

①食農・健康・スポーツ産業連携部会の設立 

②大学等による正課授業・正課外講習会の設置 

③地域応用型技術の開発 
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２．大学協働型エリアマネジメントの促進 

①まちなかエリアマネジメントへの産学官協働体制強化 

②大学等横断エリアマネジメント講座（正課授業）の設置 

③学生まちづくり活動の促進 

④大学周辺まちづくりの提案 



数値目標・活動指標等 
課題 達成目標 課題を解決する取組概要 活動指標 

特性ある地域
産業の形成 
 

１．食農・健康・ス
ポーツ産業の推進 
 

① 食農・健康・スポーツ産業連携部会の設立 
・行政・産業界・大学等個別事業の連携、新たな展開の構想 

大学等・関連産業界の合同会議を年に 1回開催 

② 大学等による正課授業・正課外講習会の設置 
・大学等の正課授業の単位互換化、大学等の横断的な連携型講習会の設置 

地域企業人向け HACCP 講習会、スポーツビジネス講習会等
を開催（年に 1回） 

③ 地域応用型技術の研究開発 
・社会技術、医療福祉、工業技術に関わる研究開発 

社会技術、医療福祉、工業技術に関わる論文発表（最低年
に 1本） 

定住を促進す
る都市機能の
強化 
 

２．大学協働型エリ
アマネジメントの
促進 

④ まちなかエリアマネジメントへの産学官協働体制強化 
・既存のエリアマネジメント体制（豊橋エリアマネジメント協議会）への

教員、学生参加による体制の強化 

参加教員数大学等計 5名、参加学生数計 30 名 

⑤ 大学等横断エリアマネジメント講座（正課授業）の設置 
・各大学専門分野別講座、企業現地での授業開催 

・企業人講師の招聘、地域人に対する受講公開 

・大学等共通正課外講座開設 
・参加学生数大学等計 100 名 
・企業人講師 3名 

⑥学生まちづくり活動の促進 
・大学等協働まちづくり学生地域貢献活動の推進（歩行者天国活動、まち

なか図書館活動、新アリーナ活動等） 

・空き店舗活用学生起業家支援等学生起業支援 

・活動数団体数 5件、参加学生数 100 名 

⑦大学周辺まちづくりの提案 
・愛知大学（愛大・南栄地域）、創造大（豊川水辺地域） 

・都心とのネットワーク機能の社会実験 

まちづくり体制の設置 1件 

地域産業の担
い手育成 
 
 

３．人材地域定着の
促進 

⑧人材地域定着部会の設置 
・大学等、行政、商工会議所 
・人材地域定着への相互検討と戦略化 

人材地域定着部会の設置 1件 

⑨恒常的企業・学生交流の促進 
・企業学生交流カフェ等の設置（産学官協働運営） 
・官民インターンシップの強化 
・留学生向け企業説明会の開催 

企業・学生交流の場を大学等内に設置（最低 1か所） 

⑩社会人の再教育（リカレント教育） 
・卒後教育プログラム 

卒後教育プログラムの実施数２回以上実施 

⑪人材地域定着需要調査の実施 
・学生に対する地域定着に関する需要調査 
・地域企業に対する人材需要調査 

調査内容の確定、モデル調査の実施（1年以内に 1回） 

地域課題の解
決 

４．生涯学習、文化
の振興 

 

⑫人生 100 年時代を見据えた公開講座 
・地域人材定着教育、地域産業講義、リベラルアーツ教育 

・地域で暮らす外国人への日本語教育 

公開講座の内容を企画し、プラットフォーム形成大学等に
よる公開講座の実施（年に 1回） 

５．地域課題に対応
した研究の促進 
 

⑬大学連携調査研究の実施 
・安全・安心で持続可能な社会、多文化共生・国際社会の構築、健康・福

祉の向上等に関する地域研究の実施 

新規地域研究数 3以上 




